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地域の皆様ヘ 令和 6年 4月 吉 日

柳島人幡宮・厳島神社

陽春の候、皆球におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素より入幡宮の行事や運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上!ずます。

新年度最初の祭祀として、4月 1闘 (土曜日)に厳島神社例祭式典と直会を各団体代表の皆様と

役員吟皆様のご列席を賜り、滞りなく執り行 うことができました。

ご協力ありがとうございました。

さて、コロナウイルス感染拡大で自粛生活が続いておりましたが、年明けより徐々に感染者数も

減少傾向となり、元の日常生活に戻りつつあります。この様な状況の中、3月 下旬に『浜降祭供奉

神社富司会』において協議の結果、4年ぶりに『浜降祭』が7月 17日 (月 )海の日に開催すること

が決定いたしました。

これに伴い、愛好会神輿の練習とおケまやしの練習も始まります。

今年|ま実施期間が5月 20日 (土曜日)(5/20は 16:00～神輿組立開始。終了後練習開始)よ り毎週土

曜日ごとに 7月 15日 まで 19:00～21:00に行ないます。皆様お誘い合わせの上、お集まりいた

だきますようお願いいたします。

新年度が始まりました。 令和 5年度の役員を紹介 します。

今後共、お官の行事や運営につきましては皆様のお力添えを賜 ります と共にご指導 。ご鞭撻の程

よろしくお願いいたします。

令和 5年度 。役員
綺ヽ
Ψ 八幡宮総代

厳島神社副総代兼務

小川 博

② 八幡宮副総代

厳島神社総代兼務

高山 和茂

③ 本会計 。人幡官会計 小川 哲雄

④ 厳島神社会計 深石 智彦

r貫、
ヽク 世話人 (代表 ) 山口 稔

⑥ 世話人 小川 広道
)́ヽ

マソ 世話人 杉崎 静男

③ 世話人 林 一夫
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湘南地区まちぢから協議会 子ども育成部会では、子ども達に関する課題について

中学校と情報交換をしてきた中で、特に地域一体となって取り組みたいテーマとし

て、中学生の居場所作り (学習支援・相談等)の支援を行いたいと考えております。

ご意見等ございましたらお気軽にご連絡ください。

まちぢから協議会

く事業名〉
中学生の居場所づ くり事業

〈事業概要〉

コミュニティセンター湘南を利用して、月2回 (第 1水曜日)(18:00～ 20:00)、 (第 3土曜日)

(14:00～17:00)に、中学生の居場所づくり事業を行います。地域の中に居場所を設けること

で、家族や友人には話しづらい学校のこと、夢や悩みを話しあいたいと思っています。

生徒の中には、学校に対し抵抗感のある生徒もいるかもしれません。そのためコミュニティセン

ターという地域の拠点を活用し、悩み、問題を抱える生徒にとって拠り所となるような居場所をつ

くることが目的です。

また、生徒が希望すれば、学校の宿題や復習の他、勉強したいもの、読みたい本などを持ってき

ていただくこともできます。学習塾ではないので、勉強の成果を保証することはできませんが、地

域のボランティアが生徒に寄り添って、一緒に問題を考えていきます。
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【開催日時】 R5/5/27(土)0 6/10(土)・ 7/22(土 )

(14::()0～ 17:()0)

R5/5/10(水)06/14(水 )・ 7/5(水 )

(18:0()～ 2():()0)
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く学習支援ボランティア募集〉
本事業の実施にあわせて、生徒の学習支援などのボランティアをしてくれる方を募集 していま

す。 ご興味がおありの方は是非ご連絡 ください。活動時間や活動内容等、詳細をご説明させてい

ただきます。

「 問い合わせ先

湘南地区まちぢから協議会 子ども育成部会

部会長 南  電話 (0467-58-6617)
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地 域 の 皆 様

中島 中学 校 第 48回 体 育 祭 の ご案 内

令 和 5年 4月 吉 日

茅 ヶ崎 市立 中 島 中学 校

校  長  鈴 木  修 司

、 ます ます ご健 勝 の こ と とお 喜 び
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3 お 願 い

1  日 時 令 和 5年 5月 20日 (土 )(雨 天 順延 )

午 前 8時 50分  開会 式 開始

2 場  所   中 島 中 学 校  グ ラ ウ ン ド

・ 駐 車 場 の用 意 が ござ い ませ ん の で 自家 用 車 、 バ イ ク

(原 付 バ イ ク も含 む )で の来校 は ご遠 慮 くだ さ い 。

また 、 近 隣 の コ ン ビニ・ わ くわ く公 園 内駐 車 場・ コ

ミセ ン湘 南 に もお 停 め に な らな い よ うお 願 い し ま

す 。

・ 校 地 内 は禁煙 、 禁 酒 で す ので 、 ご協 力 くだ さ い。



第1号  茅ヶ崎市立中島中学校  0467-85-1183

学校教育目標
′出身ともに健康な人になろう (健  康 )

思いやりと感謝のlbを持とう (情  操 )

知性と想像力を身に付けよう (知 性 )

郷上の文化を愛する人になろう (郷土愛 )

令和 5年 4月 6日発行

校 長 鈴 木 修 司
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M袋鶉懃

○入学式式辞 (抜粋)  校長 鈴木 修司

さて、本国よりこの中島中学校でスタートする新入生の皆さんに四つのことをお願いし

ます。
一つ目は、「よき習慣を身につける」ということです。習慣は第二の天性ともいわれて

おり、人生を左右することさえあります。よき習慣の具体として、次の言葉を贈ります。

「時を守り、場を清め、礼を正す」ことです。時を守るとは、遅刻をしない、学習時間

を確保する。場を清めるとは、きちんと掃除をする、整理整頓をする。礼を正すとは、服

装をきちんとする、挨拶をするです。「時を守り。場を清め、礼を正す」という社会生活
の基本がきちんとできるように、良き習慣となるように日展努力して<ださい。

二つ目は、「思いやりをもつ」ことです。他人を思いやることは、自分を見つめ直すこと

になります。悪いやりにより、お互いに助け含う反達の輪ができます。そして思いやりは

行動のエネルギーにもなります。思いやる 。思われる、{可でも話し合える反だちを見つけ

て<ださい。反だちは何 |こも代え難い一生の宝となります。
三つ目は、「やればできる」という自信をつけて<ださい。そのためには学習・部活・

委員会などに積極的に参加することです。難しい問題の解決に向かうことで、はじめて様
夜な工夫や根気が養われます。解決に向かう中で本当の達成感を味わい、自分の良さを見

つけることができ、生きてい<上での自信につながります。「困難無きところ|こ進歩無し」

です。様尺なことに挑戦して<ださい。
四つ目は、「地域を大切にする」ことです。地域には皆さんを人として成長させて<れ

る学びがた<さんあります。地域の皆様は心温かい方ばかりです。皆さんは地域の中でず

つと生きています。「地域から学び、地域を愛し、地域に貢献できる生徒」になつてほし

いと思っています。

保護者の皆様、本田より大切なお子様をお預かりいたします。お子様の命を守り、安心

かつ安全な学校生活が送れるように教職員一同、全力で指導に当たつてまいります。そし

て心を大切にした教育を進めてまいります。

生徒の皆さん、中島中学校は心優しい上級生や先生ばかりです。校長として、自慢の人

たちです。新入生の皆さん、安心して学校生活を送つて<ださい。

それでは新入生の皆さん、中島中学校のルールを早<覚え、少しでも早<中学校生活に

慣れましょう。そして、明日からお互いに明るしヽ「おはようございます」の声で、元気よ

<中学校生活をスタートさせていきましょう。

03年目のご挨拶
中島中学校の校長として 3年 目になりました鈴木修司です。今年度は、今までとは違う

新型コロナウイルス感染症との向き合い方となります。学校教育活動 (授業や行事・地域

連携)も感染対策に気をつけ、マナーを守りながら、マスクの着用は求めないこととなり

ます。ただ、今後もお子様の健康・安全を第一に考え、教育活動を進めてまいりたいと思

います。また、今年度も学校だよりや保護者だよりを通じて、保護者・地域の皆さまに、

学校の様子等をお伝えさせていただきたいと思います。今年度も、保護者の皆様、地域の

皆様には、いろいろとお世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。



令和5年度 職員構成

番号 担任等 担当教科 部活動

校 長 鈴 木  修 司 すずき しゅうじ

教 頭 井 出  昌 貴 いで まさき

3 総括教諭 高 橋  加 奈 子 たかはし かなこ 1年主任 技術・家庭 調理手芸

4 教  諭 大 西  彩 水 おおにし あやみ 1年 1組 国  語 卓  球

5 教 諭 加 藤  仁 朗 かとう じんろう 1年 2組 社 会 女子バレーボール

6 教 諭 北  山 岳 きたやま たける 1年 3組 数 学 サ ッカー

7 総括教諭 安 嶋  圭 子 やすじま けいこ 1年所属 保健体育 美 術

8 教 諭 高  橋   透 たかはし とおる 1年所属 英  語 男子バスケットボール

総括教諭 飯 窪  文 子 いいくば あやこ 2年主任 英 語 調理手芸

10 教 諭 座 間 秀 和 ざま ひでかず 2年 1組 数  学
剣 道

男子バスケットボール

11 教 諭 浅 田  結 菜 あさだ ゆいな 2年 2組 社  会 剣 道

12 教 諭 澤  野 努 さわの つとむ 2年 3組 保健体育 女子バスケットボール

13 教 諭 田 中  秀 明 たなか ひであき 2年所属 技術・家庭 サ ッカー

14 教 諭 川 鍋   透 かわなべ とおる 2年所属 理  科 科 学、吹奏楽

15 総括教諭 宮 口  雅 美 みやぐち まさみ 3年主任 国 語 女子バスケットボ‐―ル

16 教 諭 杉 山  悠 希 すぎやま ゆうき 3年 1組 美 術 美 術

17 教 諭 澤 木  夏 海 さわき なつみ 3年 2組 音 楽 吹奏楽

18 教 諭 米 山  陽 裕 よねやま ようすけ 3年 3組 英  語
陸上競技

男子ソフトテニス

19 教 諭 鈴 木  祥 すずき しょういち 3年所属 数  学 陸上競技

20 教  諭 小 林  倉」 吾 こばやし そうご 3年所属 理  科 男子 ソフ トテニス

21 養護教諭 長 谷 川 実 咲 はせがわ みさき 3年所属 卓  球

22 拠点校指導教員 加 藤  恭 かとう きょういち

23 市費教員 廣 井  初 美 ひろい はつみ

24 事務主幹 峰 直 慶 みね なおちか

25 学校業務員 赤 坂 岡」 あかさか つよし

26 学校業務員 中 西  淳 子 なかにし じゅんこ

27 学校業務員 五 十 嵐  礼 子 いが らし れいこ

28 学校司書 松 元 由 記 子 まつもと ゆきこ

29 心の教育相談員 員 壁  道 子 まかべ みちこ

30 ふれあい補助員 円 満 字  恭 子 えんまんじ きょうこ

スクール
カウンセラー 平 栗 志 保 美 ひらくり しほみ

32
スクール・サポー

ト・スタッフ 藤 本  優 佳 ふじもと ゆか

職 名 氏  名 ふりがな

31
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